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西田 利点 ･長谷Jl其政子 (究大 ･理)
長谷川蒔- (東大 ･文)
筆者らは.房総丘陵苗宕山山系に生息する祐宕山田Ⅰ
群について.1976,1977年度は.とくに次の2点に注目
して調査を行なった｡
①1976年生まれのアカンボウ (全14頭)の,取乱期ま
での成長.母子関係.社会化の過程を明らかにする｡
②母親を失ったコザル (みなしご)の社会関係を.同
年令の母親のいるコザルの場合と比牧する｡
その結果は,論文.および学会で発表したが.次の2
点が,新しい知見であると思われる｡
①初産の母親の育児行動は,経産個体のそれを比較し
て.未熟.攻撃的.退保詔などの憤向が認められた｡と
くに初産でかつ,出産以前に自分が母親を失った個体
(みなしこが母親になった場合)は.平均的な育児行動
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